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Episode1. 相対論における同時性と現在
一般相対論は特殊相対論と無矛盾な重力の理

論であり、数々の実験や観測によって検証さ

れてきた。この理論は宇宙の様々な物理現象

を説明するだけでなく、ＧＰＳの位置決定精

度を実用的なレベルまで高めることに役立っ

ている（そのおかげで方向音痴の私でも容易

に目的地にたどり着ける）。相対論では時間と

空間をまとめて時空と捉える。そして一般相

対論では時空それ自身が変化しうるものと考

え、重力を時空の曲がりが引き起こす見かけ

の力として説明する。この理論における同時

性と現在について論じる。

次回のアカデミックカフェ
テーマ：動物にこころはあるか？　ファシリテーター　橋本 文彦 副学長
話題１： 魚にもこころはあるか？ 理学研究科    幸田 正典 教授
話題２： ハトは他者に協力できるのか？   文学研究科　佐伯 大輔 准教授
日　時 ： 2０２０年７月開催予定

テーマ ： 同時性と現在

Episode2. 形而上学における同時性と現在

佐金　武 
文学研究科 　准教授

中尾　憲一 
理学研究科 　教授

ファシリテーター

橋本　文彦 
 副学長

特殊相対性理論（ＳＴＲ）によれば、遠くの出

来事の同時性は採用される座標系と相対的に

のみ決まる。

このことから、「ともに存在する（＝現在であ

る）」ことによって規定される絶対的同時性が

ＳＴＲによって否定されたと考えるべきだろ

うか。本発表では、絶対的同時性が物理学

（physics）をこえる形而上学（metaphysics）の

問題となるのはどうしてかについて論じる。

「時間」という、あまりにも日常的な対象について、古来から

人間は自らの（生命としての）限られた時間の中でさまざま

な研究を行ってきた。長い歴史の中で、研究分野によって異

なる「時間」へのアプローチが行われてきたために、現在では

それぞれの分野で扱っている「時間」とりわけ「同時性」とい

うことで刺している内容を互いに了解することが困難なま

でになっているように思われる。

　今回のアカデミックカフェでは、「同時性」について一見大

きく異なる分野の研究者による議論をきっかけとして改め

て全体像としての「時間」の問題を浮き上がらせたい。


